
80ドル台前半、サウジとロシアの供給調整延長
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台前半で底固く推移した。米格付会社フィッチ・レーティングス

が米国債の格付けを引き下げると、リスクオフ環境を背景に一時78.69ドルまで下落した。しかし、そ

の後は改めて需給ひっ迫見通しを織り込む動きが優勢になり、4月13日以来の高値を更新する展開に

なった。

サウジアラビアとロシアが9月の供給調整を発表したことが、需給ひっ迫化に対する信頼感を高めてい

る。サウジアラビアは日量100万バレルの自主減産を、7月と8月に続いて9月も実施することを表明し

た。更なる期間の延長、減産規模の拡大にも含みを持たせている。また、ロシアは8月に日量50万バレ

ルの輸出削減を行っているが、9月に30万バレルの輸出削減を行うと発表した。これによって需給ひっ

迫化に対する信頼感が高まった。8月4日の石油輸出国機構（OPEC）プラスの合同閣僚監視委員会では、

現行の減産体制が追認された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月28日時点）は、原油が前週比1,705万バレル減、

ガソリンが148万バレル増、石油精製品が80万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給ひっ迫見通しを維持、期近主導の上昇地合が続く

2

【展望】

需給ひっ迫見通しを背景とした上昇地合が続く可能性が高い。

期近限月に対してプレミアムが加算されて、逆サヤ（期近

高・期先安）傾向が強くなっており、地合の強さが確認され

ている。需給ひっ迫見通しに大きな修正を迫るような動きが

みられなければ、このまま年初来高値83.53ドル突破に向か

おう。年初来高値突破後は85.00ドルの節目が打診される。

年後半の需要拡大に対する信頼感が強くなっている。中国政

府が景気刺激策の導入方針を示していること、米経済指標の

改善傾向を受けて、石油需要は堅調とみられている。季節的

な需要拡大圧力もあり、供給サイドに大きな変化が見られな

ければ、時間の経過とともに需給は引き締まる。

特にサウジアラビアとロシアが9月も自主的な供給調整を行

うインパクトは大きく、OPECプラスの減産合意が着実に履

行されれば、世界的な在庫取り崩し傾向が確認される見通し。

既に米原油在庫は大きく減少しているが、更に在庫の取り崩

しがみられると、買い安心感が一段と強まろう。

8月10日に石油輸出国機構（OPEC）、11日に国際エネル

ギー機関（IEA）がそれぞれ最新の月報を公表する。ここで

需給ひっ迫化に対する信頼感が高まると、買い安心感が強ま

ろう。

一方、8日には中国の7月貿易収支に発表が予定されている。

中国の需要不安が蒸し返されると、調整売りが広がる可能性

がある。また、米国債格下げの余波でリスクオフ化が更に広

がりを見せた際にも、上値を圧迫されるリスクがある。
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小菅努（こすげ・つとむ）プロフィール

1976年千葉県生まれ。筑波大学社会学類卒。商品先物会社の営業本部、ニュー

ヨーク事務所駐在、調査部門責任者を経て、2016年にマーケットエッジ株式会社

を設立、代表に就任。金融機関、商社、事業法人、メディア向けのレポート配信、

講演、執筆などを行う。
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